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1 はじめに 

本報では、鉄道駅舎改修工事における列車運行時間内

のプラットホーム掘削開口部の覆工作業について、軽量

覆工板による作業時間短縮効果を定量化するための施工

実験結果を報告する。 

2 実験結果 

（1）開口部覆工作業状況：木床、鋼管床、軽量覆工

板の運搬・架設状況を写真１～３にそれぞれ示す。木

床では、根太材を開口部に架設後、合板を敷き込み、

合板を根太材にビス留めした。その後、床表面養生用

のゴムマット 2 枚を敷き込み、開口四辺に粘着テープ

貼りを行った。 

鋼管床では、2 本 1 組で角形鋼管を運搬・架設した。

最後の鋼管架設には、写真２中に示す通りリフティン

グマグネット使用した。鋼管架設後に木床と同様にゴ

ムマット敷き込みと粘着テープ貼りを行った。 

軽量覆工板では、3 枚 1 組で運搬・架設した。開口

部を最後に覆工する覆工板には写真４に示す通り、両

小口にナイロン帯を両面テープ・粘着テープで接着し

て「持ち手」を設け、作業の安全性確保と効率化を図

った。 

（2）開口部覆工・撤去作業時間：開口部覆工・撤去

作業時間測定を合算した時間を、表１及び図１に示す。

作業時間は木床（10 分 32 秒）、鋼管床（8 分 57 秒）、

軽量覆工板（2 分 53 秒）の順番である。軽量覆工板に

よる作業時間短縮効果は、木床に対しては 7 分 39 秒

（作業時間短縮率 72.6％）、鋼管床に対して 6 分４秒

（同 67.8％）であった。 

上記の作業時間短縮は、（その 3）の図３の作業工程

に示した通り、木床は「根太架設」→「合板敷設」→

「合板ビス留め」→「養生マット敷設」→「マットテ

ープ留め」の 5 工程、鋼管は「鋼管架設」→「養生マ

ット敷設」→「マットテープ留め」の 3 工程に対して、

軽量覆工板では「軽量覆工板架設」→「外周テープ留

め」の 2 工程で済むことによるものと考えられる。 

開口部への運搬・架設は一回当り、鋼管床では鋼管

2 本で覆工幅 200mm で質量 21.8kg、軽量覆工板では 3

枚で覆工幅が 990mm で質量 53.1ｋg であった。1 回当
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たりの運搬・架設は、軽量覆工板では鋼管床に対して、

質量で約 2.4 倍、覆工幅で約 5.0 倍であった。これは、

軽量覆工板は幅 330mm の平板形状で、人力で持ち運び

やすい形状であり、3 枚重ねで台車から開口へ運搬可

能なためである。この結果、台車と開口部の運搬回数

が鋼管床では 10 回、軽量覆工板では 2 回で済み、軽量

覆工板の作業時間短縮に寄与した。 

（3）作業時間のばらつき：表２に同一作業 3 回の各作

業時間と平均値・標準偏差を示す。開口部の覆工・撤

去作業時間の標準偏差は、木床が 23.0 秒、鋼管床が

13.5 秒、軽量覆工板が 8.3 秒であった。木床は資材・

工程の種類が多い（根太と寸法異なる合板使用、根

太・合板敷、ビス留めの工程）ため、作業時間が変動

しやすいことが推定される。作業員の技量・習熟度に

より作業時間のばらつきが更に増大すると考えられる。 

一方、軽量覆工板では作業時間変動が小さかった。

これは部材の種類・寸法が一種類で工程数が少ないた

めと考えられ、軽量覆工板では作業時間に対する作業

員の技量・習熟度によらず一定時間での作業が期待で

きる。 

3 まとめ 

鉄道駅舎改修工事における列車運行時間内のプラット

ホーム掘削開口部の覆工作業に関する施工実験から、軽

量覆工板による作業時間短縮効果について下記の点が明

らかとなった。 

1）開口部の覆工・撤去作業時間では、軽量覆工板は、従

来の工法に対して 6.1～7.7 分（短縮率 68～73％）の作業

時間短縮効果が確認された。これらの作業時間短縮は、

覆工・撤去に要する作業工程が少ないことによるもので

ある。 

2）終電・始発間の時間の短い路線では、実質作業時間は

3 時間弱なので、軽量覆工板による覆工作業時間低減は、

１日の工事時間に対して約 4％の作業性向上に相当する。 

3）軽量覆工板は、覆工部材の種類・寸法が一種類で、作

業員の技量・習熟による作業時間のばらつきを減らす効

果が期待できる。 

4）軽量覆工板は、部材の質量が軽いだけでなく、「持ち

易い」、「運び易い」形状のため、一回で運べる枚数が多

く、作業時間短縮を図る効果が期待できる。

 

図１．開口部覆工作業時間

表２．作業時間の平均・標準偏差 

表１．開口部覆工作業+覆工資材運搬時間 

木床 632 459 72.6

角形鋼管床 537 364 67.8

軽量覆工板 173 － －

軽量覆工板に
よる

作業時間短縮
比率(%)
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軽　量
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1回目 662 553 184

２回目 628 537 171

３回目 606 520 164

平　均 632 537 173

標準偏差 23.0 13.5 8.3
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